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	スライド番号 1
	　　はじめに　���　大学における研究は、基本的に公的研究費によってなされています。�　国の財政状況が厳しい中にあっても、科学研究費助成事業などの助成など、国民の貴重な税金を原資として、科学技術・学術振興体制への特別の配慮がなされています。�　研究者は、国民に負託されたこうした貴重な研究費を、管理・監査体制のもと、適正に使用し、優れた研究成果をあげるように努める必要があります。��　この重要性に鑑み、文部科学省は、令和３年２月1日付けで、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」を改正し、令和３年度を「不正防止対策強化年度」と位置付けました。��　本学では、2013年10月に「琉球大学研究者倫理規範」を定め、社会の信頼に応え、自らを律する高度な倫理観をもって研究を遂行し、公共の福祉に貢献することを明らかにしました。�　また、研究者が研究活動を円滑に行えるよう、研究費の使用に関して、関係規程，要項の制定や相談窓口， 通報窓口の設置を行うなど透明性を高める支援強化を進めてきたところです。��　「公的研究費使用ハンドブック」は、公的研究費の適切な使用に関する基本的ルールを改めて整理するとともに、個々の手続きの要点について、できるだけ簡潔明瞭に記載しております。�　公的研究費に携わるすべての者は、必ず一読し、自らの研究費使用の適正さを再点検していただくとともに、常時手元に置いて、不明な点が生じた折に参照していただければと思います。��　なお、平成30年度より、「研究倫理教育」及び「研究費公正執行教育」について、３年度に一度の一斉履修を義務付けておりますので、一斉履修の年度には、対象者は必ず受講してください。（新規採用者は採用年度内。）��　適正な公的研究費の使用に基づき、実りある研究成果が創出されることを期待いたします。
	スライド番号 3
	　「公的研究費」とは、本法人が本法人以外の機関から受け入れるすべての研究資金をいいます。��　本学に所属する公的研究費の使用に携わるすべての者（教員、事務職員、技術職員、大学院生、学部学生など）は、本学の定める規則等を遵守し、適切に使用する必要があります。
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	スライド番号 7
	公的研究費とは�　　大学の研究費は国費（税金）や寄附金等の公的資金�　　　により賄われている
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	スライド番号 27
	　各部局等に、公的研究費の運営・管理を行うコンプライアンス推進責任者および担当窓口を設置しています。�　コンプライアンス推進責任者の業務は次のとおりです。�（１）不正防止計画の対策を実施し、実施状況を確認するとともに、統括管理責任者に報告すること。�（２）当該部局等の構成員に対し、コンプライアンス教育を実施し、受講状況及び理解度を把握するとともに、コンプライアンスに関する誓約書を徴取すること。�（３）定期的に啓発活動を実施すること。�（４）当該部局等の構成員による公的研究費の執行をモニタリングし、必要に応じて改善策を講じること。
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